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１．概要（Summary） 

リアリティの高い人体シミュレータを実現し，手術トレー

ニングやデバイス評価環境を構築するために，生体と類

似する物理特性を再現した眼球モデルを作製する．その

際，作製及び物理特性の計測に，名古屋大学先端技術

共同研究施設の設備を利用した． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクアライナ，段差計，デジタルマイクロスコープ一式，

光三次元造形装置一式，高精度電子線描画装置一式 

【実験方法】 

マスクアライナを用いて露光を行い，レジスト微細パタ

ーンを形成し，眼底の微細血管の作製に活用した． 

また，原子間力顕微鏡，段差計及びデジタルマイクロス

コープを用いて，作製した擬似生体組織の膜厚測定を行

った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

マスクアライナを用いて露光処理を行い，レジスト微細

パターンを作製した（Fig.1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このパターンを樹脂材料に転写することで，眼底の微

細血管を模したモデルの作製に成功した．また，原子間

力顕微鏡，段差計及びデジタルマイクロスコープを用い

て，薄膜状の模擬生体組織の膜厚を測定し，実際のヒト

眼が持つ薄膜組織と同等の膜厚で模擬組織を作製した

ことを確認できた（Fig.2）． 
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Fig.1 Snapshot of a resist pattern of 
a blood vessel model. 

Fig.2. Snapshot of surface observation 
of artificial sclera with nanofiber. 


